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第 5回 大井町ワークショップ 

日時：平成 30年 3月 13日（火）午前１０時００分～午前１２時００分 

会場：大井町総合体育館 1階 会議室 A 

参加者：町民 (公募 )６名、町内事業者３名、職員６名 １5名 ／２８名 

特別参加者（大井町笑顔派員 スベリーマーキュリー、相和盛り上げ協議会から１名参加）  計１７名 

＜次第＞ 

  （１）ごあいさつ、配布資料の説明（マインドシェア） 

（２）個人投票（4案から 1 つ選定） 

（３）グループワーク①（グループ内で各自プレゼン・選定）／発表 

（４）グループワーク②（ロゴのブラッシュアップ）／発表 

（５）ブループワーク③（ロゴの発信方法、各自の活動状況について）／発表 

（６）その他、連絡事項 

議   事 

10:00～10:15 

（１） ごあいさつ、配布資料の説明（マインドシェア） 

      ・ロゴマーク最終候補案について 

10:15～10:20 

（２） 個人投票（4案から 1 つ選定） 

10:20～10:45 

（３） グループワーク①（グループ内で各自プレゼン・選定）／発表 

   ・前回のメンバー構成とはできるだけ異なる 4 つのグループを作成 

（4名構成×2、5名構成×2） 

   ・（２）で投票したロゴについてグループ内で各自プレゼン 

その後、1 グループにつきロゴを 2 つ選定（約 15分） 

   ・各グループより発表（約 10分）：添付資料参照 

10:45～11:10 

（４）グループワーク②（ロゴのブラッシュアップ）／発表 

・（３）にて各グループの票が集まった B・C案の別バージョンも追加し、 

各グループ内でロゴをブラッシュアップ（約 10分） 

   ・各グループより発表（約 15分）：添付資料参照 

11:10～11:55 

（４）グループワーク③（ロゴの発信方法、各自の活動状況について）／発表 

   ・各グループ内でロゴの発信方法や各自の活動状況について話し合い（約 25分） 

   ・各グループより発表（約 20分）：添付資料参照 

11:55～12:00 

（４） その他、連絡事項（事務局） 

   ・次年度以降、対話の会を開催予定。友人・知人を誘ってぜひ参加して欲しい。 

   ・あしがら地域活性化セミナー開催の案内 
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■個人投票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■投票結果 

【当初案】 3票                           【改定案 A】 2票 

 

 

 

 

 

 

                                    ※男性ウケしている 

【改定案 B】 6票                          【改定案 C】 6票 

 

 

 

 

 

 

※男性ウケしている                         ※女性ウケしている 
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グループワーク①（グループ内で各自プレゼン・1グループにつきロゴを 2 つ選定） 
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発表①（1グループにつきロゴを 2 つ選定） 

 

Aグループ  選択：B・C案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・B と C→2対 2で割れた。 

 

B案 

・稲穂と山があり、大井町の良さが 1番 PRできている 

・稲穂は実ると垂れ下がるものなので、上向きの稲穂は変えて欲しい。A案の稲穂の方がよい。 

・「神奈川県大井町」→B案だけ漢字だが、平仮名の方が柔らかさが出るので、変えて欲しい。 

・A案の外周の上の OH！と被っている部分の線が気になる。この線が気になるので B案になった。 

線をなくせば、垂れ下がった稲穂だし、良いと思う。 

 

BC案共通 

・「OH！いいまち」の OH！は、“Oh！”の方が、いいのでは。 

 

C案 

・シンプルで見やすい。 

・すいせんは大井町と結びつきづらいが、町の花であり、すいっぴーにも付いているので描くことはよい。 

ただ、もう少しシュッとした方がいい。キレイな花なので、もう少しキレイさを出したい。 
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Bグループ  選択：B・C案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B案 

・円の上があいていることによって無限の可能性を秘めている。稲穂や川の風景があることにより、シンプルな絵だからこそ、

大井町に住む人々の生活を想像してもらえる。皆、そこは良い点だと言っている。 

・「神奈川県大井町」→漢字でもいいが、字体をもう少し丸くしたり POPにした方がいいのでは。 

・漢字がガチッと、「神奈川県警」みたいに、セキュリティの強さ、しっかりどっしり感を表しているという見方もある。 

 

C案 

・シンプルイズザベスト。 

・すいせんの花の絵がすいっぴーを絵にした時の花のデザインと似ているので良い。 

・色が少ないので「いい」の笑顔が目立って良い。 

・大井町はずっとひょうたんを PR して来た町でもあるので、ひょうたんを入れたい。 

やはりすいせんを推すにしてもひょうたんは欠かせない。 

「OH！」の「O」を白抜きでひょうたんにしてはどうか？それでなくてもどこかにはひょうたんは入れたい。 

 

 

 

・ 
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Cグループ  選択：C案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・意見が割れた。1 つは C を選んだが、もう 1 つは保留。 

 

C案 

・2票集まった。 

・町の花のすいせんが入っているので。 

・「おおいまち」が平仮名で柔らかいイメージで良いという意見と、漢字の方が大人の人は入りやすいのかもしれない。 

・二コちゃんマークが良いが、人によってはニコちゃんマークに見えない場合もあるのでは。 

・「！」をひょうたんにしてはどうか、という案もあったが、B班の「O」をひょうたんにする案もすごく良い。 

・すいせんの花だけの絵は、大井町町民はすぐにすいせんだと分かるが、町外の人は一目ですいせんだと分からないのでは。

葉っぱをつけるなど、もう少しすいせんと分かりやすいような絵に変えた方が良い。 

・当初案は稲穂・山・川に加え特産品などもしっかり描かれていて良い、A~Cはシンプル過ぎる。 

中でも C案はすいせんだけ。すいせんだけでなく、他にも何個か大井町を象徴するものを入れてはどうか。 
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Dグループ  選択：B・C案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B案 

・里山の雰囲気が描かれていて、大井町全体を表しているよう。 

・山・川・稲穂が有名な場所は大井町以外でも全国的に多そうなので、稲穂をひょうたんにしたりと、大井町らしさを 

出せるもうワンポイントが欲しい。 

 

C案 

・すいっぴーを連想する。今、すいっぴーの踊りなどもあり盛り上がっているので、すいっぴーと連携させたものにし、今後 

すいせんの祭りができたらよい。 

すいっぴーやすいせんを徹底させて浸透させていくこともありなのでは。 

 

・町名は漢字の方がいいと、共通の意見で挙がった。 

 

 

B案だけ町名を漢字にしたのは、上がほんわかしているので締りが欲しい、という全体のバランスから。 

平仮名にすると柔らかさが出る。わびさびをつけられる。 

円の中に入れるのであれば、全体のテイストを考えると平仮名の方がしっくりくる。 

“おおいちょう”という人もいるので、“おおいまち”と知ってもらうため。 
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グループワーク②（票が集まった B・C案の別バージョンも追加し、各グループ内でロゴをブラッシュアップ） 

B案                                 C案 
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発表（各グループ内でロゴをブラッシュアップ） 

Dグループ  選択：C案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・1番最初の案が良い 

・C案の「いい」→「イイ」にすれば、もう少し顔っぽさがでるのではないか。 

初見の人が、顔マークの印象が強すぎて「いい」と読めない可能性もあるので、もう少しバランスをとりたい。 

・ひょうたんを Oの中に入れると見づらいのでやはり「！」をひょうたんマークにするのがいいのでは。 

 

Cグループ  選択：C案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・C案を中心に話した。最初の C案が良い。 

・藤沢市のロゴに似ているものがある。見たことがあるものは受け入れやすいかもしれないが、マネはしたくない。 

・O をひょうたんで抜くのは、ちょっと見にくい。 

・字の並び方で読めないものも。 

・ひょうたんの形と、「OH！」の“H”だけ浮いて見える。 

 

・原案と比べると全然違うロゴになってきている。ロゴをより良いものに変えるのはいいが、原案を選んだ理由を反映 

させないと投票の意味がない。「シンプルな中にもアピールポイントがきちんと入っている」という意見も取り入れるべき。 
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Bグループ  選択：C案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・C案についての意見が多く出た。 

 

・O の上にイラストをつけ、ひょうたんにする       → 外周の上にイラストをつけ、ひょうたんにする 

 

・「！」をひょうたんにするなど、ひょうたんの入れどころをもう少し考えたい。 

 

 

Aグループ  選択：当初の C案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・シンプルにし過ぎて稲穂かどうか分かりにくいものもある。やはり垂れ下がっていないと稲穂らしくない。 

・最初の C案が 1番よい。 

・里山や稲穂が有名な所は全国的に多いので、“大井町らしさ”を考えると足りない。 

・“自然豊か”は緑色で表現。“すいせん”は町の花、すいっぴー。 

・ひょうたんは入れたい。外周全体をくびれさせてひょうたんにする案も。 
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■まとめ 

総意として、ひょうたんは大井町を象徴するものということが分かったので、ロゴに取り入れる方向で検討。 

当初案から今後決定するロゴ案への変更を理解してもらえるように配慮しなくてはならない。 

C案の方向性で固める。 

 

■新規参加者 

相和盛り上げ協議会事務局： 

相和の鎮守の森や里山をメインに、都会から 90分で来れ、いろいろな体験をしてもらう体験交流活動を進めている。 

体験プログラム、民泊も進め、体験交流活動で地域活性化をはかっている。 

近々、町民対象のバスツアーで八重桜の花摘みを企画している。 

 

グループワーク③（ロゴの発信方法、各自の活動状況について） 

※自身の現在の活動状況と大井町との結びつき、こらからしたい事等 
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Aグループ  

 

 

 

 

 

 

 

・ブルックスの建物で、今まで売店と無料試飲コーナーが入っていた建物が、現在全面改装中。 

その場所に2018年4月にマルシェがオープン。マルシェで地域の特産物・アロマグッズ・ペットグッズを取り扱うことで地域

との連携をはかっている。 

・開発事業部に所属しており、森の学校というプログラムをこれから立ち上げていく。 

森の中を使っての様々なワークショップや、子供だけでなく大人も楽しめ、1日を BIOTOPIA で過ごしてもらえるような 

プログラムを考えている。 

・先日、BIOTOPIAの遊歩道が森林セラピーロードという認定を受けた。今後、森林セラピーを活用して、より皆さんに

未病の改善につながるようなプログラムを提案していきたい。 

 

Bグループ 

 

 

 

 

 

 

 

・自然がたくさんあっても外で遊ばず家でゲームをしている子が多く、また、道路で遊べば怒られたりすることもあったので、

子供たちが遊ぶところを作ろうということで、「あそびば」という団体を立ち上げた。 

・現在は、ママの子育て支援も行っており、あそびばイラスト部という部活があり、主に依頼を受けてチラシ作りをしたりし、

活動資金を得ている。 

多彩な才能を持っているママも多いので、そういう才能を世に出していこうという活動もプロジェクトの一つ。 
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・南足柄市のママまつりのチラシは過去 3回依頼頂き、そこから南足柄市の桜祭りや、大井町の福祉の会からもチラシ 

作成の依頼を受けて、ボランティアではなくお金を頂いて運営資金としている。 

・イラスト部のロゴもあるので今後活用していきたい。 

・ママ同士の話の中でも、大井町を PR していきたい。 

 

Cグループ 

・コースター（飲食店に配布） 

・缶バッジ（にこパトにも配布） 

・お店の宣伝（チラシやのぼり）でも入れてもらう 

・シール（蛍光）を作って配る（交通安全） 

・時計の文字盤に入れては？（体育館・公園など） 

 

・町外に出すにはまず町内の人が知らないといけない→町内の人に知ってもらうにはどうしたらいいのか考えた。 

・蛍光シール→夜出歩いたり犬の散歩をしている方で蛍光の物を身に着けている人が少ない。 

ロゴを描いた蛍光のシールをつけてくれれば広まりやすい。また、デザインがかわいくなれば子供にもつけてもらえるので、 

自転車にもつけてもらうなどし、まず町内に広めていく。 

・町外の人向けはイメージするのが難しかった。 

・時計の文字盤にロゴマークを使う→町外から来た人が時計を見た時に「あれはなんだろう？」と気にしてもらえる。 

 体育館を出たところの時計や、これからできる公園の文字盤をロゴマークにする。 

 

Dグループ 

１ スベリーさん大井町再発見ガイドツアー（町民向け・子供向け） 

    ～多くの方が笑いの中で学ぶことができる！！～ 

    ・酒蔵 

・フェイジョアスイーツ 

・ひょうたん池？ 

・上大井駅 ひょうたん 

・ひょうたんの体験（クラフト）とか 

２ 町民対象の相和地域へのバスツアー 

     4月 八重桜+食+シイノキ巡りツアー 

    11月 相和地域の寺社森を巡る 

    12月 みかんの残もぎツアー（地域の困り事） 

３ ビオトピアとの連携－宿泊も含め－ 

   ・早朝ヨガ 

・座禅 

・クリスタルハープ（音楽）+そば打（食） 

未病 
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・ロゴができたことにより、町民に大井全域を知ってもらうことが重要 

・１→バスツアー。実際に 2 つの酒蔵に行き、社長の話を聞く。 

また、スベリーさんの話術やギャグで、興味がない方にもアピールする。 

・2→金子の方は相和のことをよく知らない。 

 みかんの残もぎツアーは、休耕田・休耕地・管理できなくなった畑が相和地域は増えているので、そこにポイントを当てて

町の人に知ってもらったり、収入が出たりということを目標としている。スベリーさんとコラボができるのでは？ 

・3→朝座禅をしてキッチンスタジオでけんちん汁を作るというのもおもしろい案だと、先日町長と話した。 

・スベリーさんは大井町の子供たちから知名度が抜群なので、スベリーさんきっかけでツアーに参加したり、大井町全体を

知ってもらうような機会を設けたい。 

 

Cグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄグループ 

 

 


